
教師の高齢化に
どう対応するか． 

静岡大学教J受

馬居政幸

ほ
し
い
。
も
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
少
子
化
に

伴
う
学
級
滅
を
新
規
採
用
者
の
減
少
で
対
応
し
続
け

る
な
ら
、

現
在
の
四
十
代
が
五
十
代
に
な
る
一
O
年

後
に
は
三
人
に
一
人
が
五
十
代
、
一

五
年
後
に
は
二

人
に
一
人
が
五
＋
代
の
学
校
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
年
齢
構
成
だ
が

も
ち
ろ
ん
、
未
来
は
不
臨
央
安
易
な
予
測
は
慎

む
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
現
在
の
い
び
つ
な
教
員
梢

成
の
原
因
で
あ
る
少
子
化
傾
向
は
止
ま
り
そ
う
に
な

い
。
そ
の
証
拠
は
木
年
一
尺

期
待
し
た
図
沈
ジ
ュ

ニ
ア
の
出
生
率
の
上
昇
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
厚

生
省
が
日
本
の
将
来
葬
許
人
口
を
下
方
修
正
し
た
こ

と
。
少
な
く
と
も
、
昨
年
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
総
数

が
前
年
の
二
九
万
人
か
ら
横
パ
イ
の
一二
O
万
人

で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
六
年
聞
は
小
学
校
へ
の
入
学

児
並
の
僧
加
は
望
め
な
い
。
そ
の
必
然
と
し
て
、
中

学
生
は
プ
ラ
ス
六
年
間
、
高
校
生
は
そ
の
三
年
後
す

な
わ
ち
＝

E
佳
ま
で
減
少
し
続
け
る
。

他
方
－
過
去

一
0
年
間
の
少
子
化
に
伴
う
減
少
に

対
し
て
は
、
四

O
入
学
級
の
笑
施
に
続
く
第
六
次
公

立
誠
務
教
脊
話
学
校
教
職
員
配
置
改
善
計
画
（
平
成

五
年
度
i
一
0
年
度
）
に
よ
り
、

個
に
応
じ
た
あ
様

何
が
問
題
か

「
小
学
校
教
員
は
平
均
四
O
歳
を
越
え
る
」

こ
れ
は
昨
年
（
九
六
年
）
一
O
月
一
一
一
一
日
号
の
『
内

外
教
育
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
内
容
は
文
部

省
に
よ
る
九
五
年
度

「学
校
教
員
統
計
調
査
」
に
つ

い
て
の
謹
略
本
文
の
円
頭
に
、
「
国
公
私
立
を
一
括

し
て
初
等
中
等
段
階
の
教
員
に
つ
い
て
見
る
と
、
少

子
化
に
よ
る
新
規
採
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
若
年
凶

の
比
率
が
下
が
っ
て
お
紛
化
が
進
み
、

小
学
校
で
は

平
均
年
齢
が
七
七
年
度
に
本
俗
的
－調
査
が
始
ま
っ
て

以
来
初
め
て
四
O
歳
を
越
え
た
」
と
あ
る
。

小
学
校
教
員
の
平
均
年
齢
が
四
O
歳
を
越
え
た
と

い
う
事
実
を
サ
プ
と
は
い
え
見
出
し
に
掲
げ
、
そ
の

概
要
を
本
文
冒
頭
に
記
載
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
九

五
年
度
の
教
員
統
計
が
示
唆
す
る
問
題
の
中
心
に
教

員
構
成
の
高
齢
化
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ

が
こ
の
指
摘
に
基
づ
き
、
現
在
の
学
校
が
既
に
高
齢

化
の
段
階
に
あ
る
と
し
て
、
教
師
の
高
齢
化
に
対
応

し
た
学
校
経
営
の
課
題
を
論
ず
る
と
す
れ
ば
、

問
題

の
本
質
を
見
誤
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
次
に

示
す
小
学
校
教
員
の
平
均
年
愉
の
挽
移
で
あ
る
。

八
六
年
度
三
九
・
四
歳

な
指
導
の
展
開
を
目
的
に
約
三
万
人
の
増
員
が
図
ら

‘t－t
t

‘
，
ー
』
『
’
’
！
t
F

’’’’

れ
て
き
た
。
こ
の
間
の
自
然
減
が
約
六
万
U
Tあ
る

こ
と
か
ら
、
教
員
の
減
少
は
政
策
的
に
半
数
に
抑
え

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
処
置
は
来

年
で
終
了
す
る
。

加
え
て
、
行
財
政
改
革
の
流
れ
は

新
た
な
改
普
計
画
策
定
を
困
難
に
し
て
い
る
。

少
子
化
傾
向
は
止
ま
ら
ず
、
政
策
的
に
も
新
た
な

梢

μが
望
め
な
い
と
す
れ
ば
、
若
い
教
師
の
減
少
に

歯
止
め
が
き
か
な
く
な
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
一
O
年
後
の
教
師
の
年
齢
桃
成
の
高
齢
化
は
、

前
記
の
予
測
よ
り
早
ま
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
た

だ
し
、
教
口
構
成
は
想
像
で
き
て
も
、
三
人
に
一
人

や
二
人
に

一
人
が
五
十
代
と
い
う
掌
栓
経
営
の
在
り

方
を
少
な
く
と
も
私
は
想
像
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
で
考
え
る
限
り
、

一
O
年
を
待
た
ず

し
て
、
そ
の
よ
う
な
小
・
中
学
校
が
生
ま
れ
る
と
と

は
確
申
R
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
平
均
年
齢
の
上
昇

を
危
倶
す
る
前
に
、
今
後
一
O
年
を
射
程
に
お
き
、

五
＋
代
教
員
の
噌
加
を
止
め
若
い
教
民
を
地
や
す
戦

略
と
戦
術
を
早
急
に
論
議
し
、
実
践
に
移
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
処
方
へ
の
私
見
を
三
点
指
摘
し

た
し

八
九
年
度
三
九
・
五
歳

さ

互
庄

三
九
・
六
歳

九
五
年
度
四
0
・
五
歳

小
学
校
教
員
の
平
均
年
齢
は
一
O
年
前
に
既
に
三

九
・
四
歳
、

一
0
年
間
で
一

・
一
歳
上
昇
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
も
し
、
現
状
を
高
齢
化
と
位
置
づ
り
る
な

、

ら
、
そ
の
問
題
へ
の
対
応
は
過
去
一
0
年
間
に
生
じ

・

た
事
象
と
か
か
わ
っ
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
次
に
示
す
小
学
校
教
員
（
九
五
年
、
九
二
年
）

の
年
附
織
成
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

九

五

年

九

二
年

二

五

歳

未

満

二

・
九

%

四

・
三

%
，

二
五
1
三
O
歳
未
満

二

・
五
%
一

三
・
四
%

2

三
0
1
三
五
歳
未
満
一
五
・
一
%

一

一子
九

%
F

三
五
1
四
O
歳
未
満

ニ
0
・七
%
一

二

・
O

%

、

四
0
1
四
五
歳
未
満
一

九
・

一
%

一

六

・
O
%

a

四
五
1
五
O
歳
未
満

Z
了
九

%

九

・
七

%

五
0
1
五
五
歳
未
満
八
・
四

%

七
・

二
%

五
五
1
六
O
歳
未
満
七
・
五

%

九
・
四
%

六

O

歳

以

上

0

・
九

%

0

・
九

%

現
在
の
小
学
校
の
教
員
梢
成
は
、
四
十
代
が
三
三

%
、
最
も
多
い
凹
十
岱
盟
十
と
三
十
代
後
半
を
合
わ

せ
れ
ば
三
九
・
八
%
に
な
る
。
こ
の
極
端
に
膨
ら
ん

ー

だ
年
齢
構
成
の

一
O
年
後
と
一
五
年
後
を
想
像
し
て
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新
た
な
市
場
の
開
拓
を

そ
の
一つ
は
一
番
単
純
な
こ
と
、
膨
ら
ん
だ
部
分

を
縮
め
、
引
っ
込
ん
だ
部
分
を
膨
ら
ま
す
方
法
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
三
十
代
、
四
十
代
数
日
の

学
校
外
へ
の
再
配
分
に
よ
る
新
規
採
用
者
枠
の
創
出

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
人
口
強
理
で
は
な
く
、

積
極
的
な
事
業
創
出
と
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

少
子
化
と
は
子
ど
も
対
象
の
業
界
が
部
抱
不
況
業

組
に
陥
っ
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、
民
間
企
業
で
は
、

改
革
に
失
敗
す
れ
ば
、
市
場
の
論
理
（
競
争
と
消
費

者
の
選
択
）
で
調
整
（
淘
汰
？
）
さ
れ
る
。
だ
が
、

公
的
機
関
と
し
て
身
分
を
保
証
さ
れ
た
学
校
で
は
、

改
革
に
伴
う
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
教
師
で
は
な
く
子

ど
も
た
ち
に
支
払
う
こ
と
を
求
め
て
こ
な
か
っ
た
か
。

少
な
く
と
も
新
規
採
用
者
滅
に
伴
う
不
利
益
を
最
も

被
る
の
は
、
祖
父
や
祖
母
に
近
い
人
た
ち
が
あ
歩
派

を
白
め
る
世
界
で
教
わ
ら
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
児
草

生
徒
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

も
し
、
学
校
は
名
識
な
年
齢
の
教
師
で
狙
わ
れ
る

べ
き
と
の
考
え
に
同
意
す
る
一
方
で
、
今
後
の
教
師

の
高
齢
化
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
現
象
で

あ
る
こ
と
も
認
め
る
な
ら
、
旧
来
の
似
行
や
価
値
観
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よ
り
も
、
若
い
教
師
獲
得
へ
の
戦
略
と
そ
の
実
践
化

へ
の
卵
管
乞
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
不
況
産
業
が
陥
っ
た
と

き
に
と
る
手
を
学
校
に
即
し
て
紹
介
し
た
い
。

＠
新
市
場
の
開
拓
（
潜
在
的
需
要
の
喚
起
）

↓
開
か
れ
た
学
校
＋
生
涯
学
習
機
関

＠
商
品
の
高
付
加
価
値
化
（
単
価
を
上
げ
る
）

↓
新
し
い
学
力
観
＋
真
の
堂
舎
（
中
教
審
）

＠
ノ
ウ
ハ
ウ
・
資
源
を
生
か
す
転
業

↓
文
化
～
福
祉
分
野
へ
の
進
出

具
体
的
に
は
、
ま
ず
昇
進
と
連
動
し
て
教
育
界
の

み
を
移
動
す
る
縦
型
の
人
事
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
少
子
化
は
高
齢

化
で
も
あ
る
こ
と
を
戦
略
的
に
捉
え
、
増
加
の
要
請

が
予
測
さ
れ
る
生
涯
学
習
や
福
祉
施
設
等
の
専
門
職

へ
移
動
す
る
道
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

代
表
に
、
中
堅
教
員
が
各
様
な
専
門
恒
を
活
か
し
て

移
動
で
き
る
職
種
・
職
場
を
積
極
的
に
開
拓
す
る
こ

と
に
よ
り
、
横
型
の
人
事
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
の
戦
術
と
し
て
、
既
に
進
行
中
の

学
校
施
設
の
生
涯
掌
留
セ
ン
タ
ー
化
や
文
也
・
福
祉

施
設
と
の
複
合
化
に
加
え
て
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改

編
も
視
野
に
お
い
た
教
育
資
源
令
孫
の
再
配
分
が
必

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
大
き
く
こ
の
シ
ス
テ
ム

ID量主主重量筆室温~・
長
が
上
位
者
と
し
て
の
権
限
で
集
権
的
に
指
導
力
を

発
揮
し
よ
う
と
し
て
も
、
同
年
輩
の
教
師
が
多
数
い

る
状
況
の
中
で
ど
こ
ま
で
機
能
す
る
か
疑
問
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
学
校
が
地
域
を
は
じ
め
会
議
な
分
野
に
聞

か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
師
へ
の
要
求
が
各

J

様
に

な
る
ζ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
新
者
緩
や
・
中
教
審

が
指
摘
す
る
「
生
き
る
カ
」
の
育
成
は
、
個
々
の
子

ど
も
に
応
じ
た
指
導
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
様
性
。
学
校
舎
葎
の
統
一
や
学

年
単
位
の
レ
ベ
ル
合
わ
せ
を
優
先
す
る
経
営
シ
ス
テ

ム
で
は
対
応
で
き
な
く
な
る
。
加
え
て
、
学
習
者
の

名
権
性
は
教
師
の
臨
機
応
変
の
柔
軟
な
支
援
に
よ
っ

て
こ
そ
育
ま
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
認
め
る

一
方
で
、
自
己
責
任
の
領
域
を
明
確
に
し
た
自
律
型

シ
ス
テ
ム
が
合
理
的
。
こ
の
よ
う
な
経
営
シ
ス
テ
ム

で
は
、
教
頭
や
各
主
任
は
担
当
す
る
職
務
遂
行
に
関

わ
る
教
職
員
（
必
要
に
応
じ
て
学
校
外
も
含
め
）
を

相
互
に
結
び
合
わ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
、
警
買

は
そ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
有
機
的
に
機
能
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
「
ひ
と
、
も
の
、
こ
と
」
を
準
備
す
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
自
律
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
に

機
能
す
る
前
提
条
件
は
、
教
師
の
教
育
実
践
に
対
す

改
編
を
世
界
に
類
例
の
な
い
超
高
齢
社
会
に
向
か
う

日
本
の
整
E
シ
ス
テ
ム
令
孫
の
転
換
の
中
に
位
置
づ

け
る
戦
術
も
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
教
師
の
質
は
世

界
で
最
も
高
く
、
学
校
は
巨
大
な
人
材
の
プ
l
ル
で

あ
る
。
そ
の
人
た
ち
を
新
た
な
高
齢
差
E

に
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
た
め
の
僻
重
な
教
育
・
文
化
・

福
祉
資
源
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
経
営
シ
ス
テ
ム
に

二
つ
目
の
処
方
は
発
想
を
逆
に
し
て
、
教
師
の
高

齢
化
を
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る
学
校
経
営
を
構
想
す
る

戦
略
厚
生
省
に
よ
れ
ば
老
年
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、

A
－
後
、
六
五
歳
か
ら
七

O
歳
に
亦
貧
さ
れ
る
。
単
に

財
政
上
の
問
題
の
み
で
な
く
、
実
際
に
六
十
代
で
は

自
ら
を
高
齢
者
と
し
て
位
置
づ
砂
る
こ
と
に
抵
抗
感

を
持
つ
方
が
多
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
教
師
の
高
齢
化
と
い
っ
て
も
、
四
＋
代
か
ら
五

十
代
の
教
師
が
増
加
す
る
だ
け
。
む
し
ろ
、
肉
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
也
平
代
や
三
＋
代
に
劣
る
が
、
教
師

と
し
て
の
力
量
が
最
も
高
ま
る
年
代
の
人
た
ち
が
多

数
派
に
な
る
と
位
置
づ
げ
る
こ
と
も
可
能
可

加
え
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
様
な
分
野
に
学

校
を
聞
く
と
す
れ
ば
、
当
然
、
日
常
の
校
務
で
学
校

る
評
価
の
在
り
方
。
学
習
者
に
よ
る
評
価
が
組
み
込

ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
教
師
聞
の
教
育
過
程
に
お
付
る
情
報
八
品
時

こ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
新
学
力
観
に
基
づ

く
体
験
・
活
動
重
視
や
T
T
の
展
開
、
あ
る
い
は
中

教
審
答
申
に
示
さ
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

に
必
要
な
総
ム
畢
習
は
、
い
ず
れ
も
学
級
王
国
的
シ

ス
テ
ム
で
は
有
効
に
機
能
し
な
い
は
ず
。
ま
た
、
「
知

識
・
理
陛
に
代
わ
っ
て
扇
、
何
意
欲
、
態
度
」

を
重
視
し
、
守
護
の
た
め
の
評
価
を
強
調
す
る
評
価

観
こ
そ
常
事
者
に
よ
る
評
価
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
地
方
分
権

と
規
制
緩
和
の
流
れ
が
合
わ
さ
っ
た
学
区
弾
力
也
へ

の
要
求
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
。
弾
力
化
の
意
図
は
教
師

が
強
制
的
に
教
育
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
学
習
者
が

自
己
の
ニ
l
ズ
に
応
じ
て
選
択
す
る
シ
ス
テ
ム
に
学

校
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
自
覚
を

三
つ
自
の
処
方
は
、
現
在
四

eE副
議
の
新
た
な

意
識
と
生
き
方
の
醸
巧
前
述
し
た
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
シ
ス
テ
ム
転
換
を
要
請
す
る
状
況
の
変
花
に
、

高
齢
化
の
主
体
と
し
て
い
か
に
積
極
的
に
対
応
で
き

外
の
各
様
な
人
や
機
関
と
の
連
携
が
重
要
に
な
る
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
で
は
若
さ
の
パ
ワ
ー
が
重
要

だ
が
、
学
校
の
外
と
の
交
渉
で
は
経
験
の
価
値
の
方

が
優
位
に
な
る
確
率
が
高
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
教

育
に
お
い
て
も
パ
ワ
ー
だ
付
で
は
対
処
で
き
な
い
問

題
が
あ
る
。
そ
の
代
表
が
親
と
の
関
係
。
現
在
の
少

子
化
は
戦
後
二
度
目
の
現
象
、
親
も
ま
た
少
子
世
出
円

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
両
親
に
期
待

さ
れ
大
事
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
が
親
に
な
り
、
初

め
て
抱
く
嬰
児
が
自
分
の
産
ん
だ
子
で
あ
る
場
合
が

多
い
。
受
験
勉
強
中
心
に
育
っ
た
男
女
で
も
あ
る
。

子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掌
脅
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま

に
親
に
な
っ
た
父
母
が
大
多
数
と
み
て
間
違
い
な
い
。

こ
の
親
た
ち
に
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
を
非
難
す
る

こ
と
は
か
え
っ
て
問
題
の
解
決
を
困
難
に
す
る
。
既

に
幼
稚
園
や
保
育
園
で
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
子
ど
も
の
み
で
な
く
親
子

共
に
学
ぶ
世
界
と
し
て
構
想
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

こ
そ
経
験
を
積
ん
だ
教
師
の
出
番
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
里
代
、
五
十
岱
請
の
積
極
面
を

活
か
す
に
は
、
学
校
経
営
の
在
り
方
を
従
来
の
校
長

を
最
上
位
に
お
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

個
々
の
教
師
が
自
律
し
て
行
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
シ
ス
テ
ム
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
校
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る
か
が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
は
現
行
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
シ
ス
テ
ム
の
上
昇
や
そ
の
裏
返
し
と
し
て

の
生
涯
一
教
師
と
い
う
生
き
方
に
限
定
す
る
自
己
評

価
観
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
。
教
師
と
し
て
の
選
択

肢
を
各
様
な
分
野
に
鉱
大
す
る
生
き
方
に
挑
戦
し
続

付
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

加
え
て
、
た
と
え
意
欲
は
高
く
と
も
、
過
去
の
経

験
に
固
執
す
れ
ば
迷
惑
す
る
の
は
子
ど
も
。
未
来
に

生
き
る
人
た
ち
に
過
去
の
教
訓
で
は
役
立
た
な
い
。

一
二
世
紀
を
生
き
る
人
た
ち
へ
の
教
育
に
は
、
や
は

り
そ
の
時
代
を
積
極
的
に
担
う
こ
と
が
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
不
可
欠
。
少
な
い
若
い
教
師
が
令
芳
で
活

躍
で
き
る
舞
台
を
い
か
に
用
意
で
き
る
か
が
、
四
十

代
、
五
十
代
教
師
の
真
の
力
量
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
情
報
機
器
や
異
文
化
に
挑
む
こ
と
で
柔
軟
な

思
考
と
感
性
を
培
い
、
不
断
の
自
己
掌
習
で
過
去
の

経
験
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
続
砂
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
教
師
と
し
て
の

自
己
認
識
を
、
多
種
名
様
な
人
た
ち
の
学
び
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
位
置
づ
砂
ら
れ
る
か
ど
う

か
で
あ
る
こ
と
を
、
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
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